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令和５年 業種別労働災害発生状況
（令和５年１月１日～６月３０日現在）

函館労働基準監督署
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1　労働災害の状況（令和５年６月発生分）
　全産業の労働災害は475名で、前年の同時期に比べ194名増加しています。また、その他の事業で交通事故による死亡災害が１
件発生しています。
　事故の型別では、多い順に「その他」208名、「転倒」96名、「墜落・転落」34名となっており、「その他」はほとんどが新型コロナウイ
ルス感染症によるものです。
２　６月受付分について
  全体で71名の令和５年発生分の労働者死傷病報告を計上しました。保健衛生業が36名、建設業が７名、 製造業、運輸交通業、
商業がそれぞれ６名となっています。
３　コメント
　７月は 「STOP！熱中症クールワークキャンペーン」の重点取組期間です。水分・塩分の積極的に取らせる、健康状態の確認、暑
さ指数に応じた作業中断の判断を行い、体調不良の者に異常が認められた場合、病院へ搬送、救急隊を要請する等の措置を講じ
てください。
　また、６月に当署管内で交通事故による死亡災害が発生しています。労働者に自動車等を運転させる業務に従事させる事業者
におかれましては、「交通労働災害防止のためのガイドライン」を踏まえて、労働時間・走行管理や乗車開始前の点呼、わき見運転
防止や法定速度厳守、体調維持の必要性や睡眠時間の確保等安全運転に留意した教育を行い、自動車の交通労働災害防止に
取り組んでください。
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令和５年　死亡労働災害発生状況
函館労働基準監督署
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1 3 9時台
水
産
業

10
人
～
49
人

は
さ
ま
れ
・
巻
き

込
ま
れ

そ
の
他
の
乗
物

被災者は、ホタテ養殖作業のため稚貝の入った箱の搬出入の
作業を人力で行っていたところ、アームとキャップスタンの間に挟
まれ死亡した。

2 6 11時台
畜
産
業

10
人
～
49
人

交
通
事
故

(

道
路

)

ト
ラ

ッ
ク

被災者は、大型トラックで片側１車線の道路を走行していたとこ
ろ、被災者が運転するトラックが対向車線にはみ出し、対向車線
を走行中のバスと正面衝突し死亡した。
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